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インジゴ含有率(%)を算出した。

3 . 結果と考察

結果を図1に示した。 各種藍葉のインジゴ含有量に

は差があり、 さらに同じ藍草でも処理方法の違いによ

って、 得られるインジゴ量が変化した。 ドライヤー乾

燥、 手探みやたたくなどの処理をすることで藍葉に含

まれるインジゴ量は増加した。 一方で、、 アイロンや熱

湯処理、 450C乾燥などは酵素を失活させる原因となり

インジゴ量は減少した。

また、琉球藍やタデアイでは611 nmにインジゴの吸

収ピークを見ることができるが、 ナンパンコマツナギ

で、はその吸光度は小さく、 葉自体のインジゴ量が少な

いと判明した。 ミャンマーのコマツナギやウォードで

は611nmよりも66 0nmの{直が高かったため、 インジ

ゴよりもクロロフィル慎緑素)が多いと考えられる。

1 . 研究の目的・意義

染色に用いられる三原色の中で、 藍は天然の青色染

料として古くから重宝されてきた。 近年は、 石油由来

の化学染料に対する懸念から天然物が再評価されてい

る。 その中でも、 藍はその色味や堅牢度の良さなどか

ら消費者や企業の関心を集めている。

しかし、 天然の藍染料は江戸時代から続く手法で製

造されており、 作業が天候に左右されやすく、 色素抽

出にも複雑な工程と時間を要するといった難点がある。

これらの問題を解決するために、 藍染料に対する研

究は多々行われている。 しかし藍草自体に着目した研

究はまだ進んでいない。 そこで本研究では、 日本で栽

培されている藍草を中心に、 藍葉に含まれているイン

ジゴ量を調査研究した。また、各種藍草を加工処理し、

それらのインジゴ、量の変化についても研究した。 本研

究の当面の目的は藍草に含まれるインジゴ量を明らか

にすることであるが、 将来において藍製造現場での生

産性を向上させることにつながればと考える。 本研究の一部は文部科学省科学研究費補助金(基盤

研究(C)課題番号22500720[平成 22年度])により行っ

た。

0.5 

0.0 
1 I 

ナンパンコマツナギウォードi
ミヤンマーのコマツナギ

ドライヤー絞品購

手緩み
E

たた〈
掴EE

茎ごと・
8時揖齢礼幅縮

;i
護Mhh戸ト決沼

世ヂアイ

ドライヤー絞媛
手禄み
たた〈

B直球e

-雲氏糞・
日
軸苦孟醐
舗且雨宮'h帯血用・
ZA悶M齢制叩描障

生寮・
天陸徐札機
E

茎ごと・
EH持惜勘恥
植田EE

茎ごと・
天日昔恥

櫨EE--E

《HU

'hJW

AH》

FHJW

舟Hυ

3

2

2

1

1

 

〈諦)
凶胃腸骨品別HHb、パ与、

杏種議事

合成インジゴに対する各種藍草のインジゴ含有率似)図1

54 

2. 研究内容と方法

2.1 試料と抽出溶液

本研究に用いた藍草は琉球藍・タデアイ・ナンパン

コマツナギ・ウォード・ミャンマーのナンパンコマツ

ナギの 5種類で、 それらに酵素を活性化させると考え

られる簡単な処理(叩く、探む、天日乾燥、 日陰乾燥、

ドライヤー乾燥、 アイロン乾燥)を施し、 試料は全部

で31 種類となった。

各種藍草からインジゴ成分を抽出する溶剤として、

N-Nジメチルホルンムアミド (ナカライテスク株式会

社製、 以下iDMFJと略称)を用いた。

2.2. 実験方法

インジゴ量測定は処理藍草の葉の部分 (以下藍葉と

称する)を乳鉢で粉砕後目開き1 25μmの簡に通して

粒子を微細化して得た粉末O.OlgにDMF2mlを加え、

捜枠しながら抽出液が透明になるまで繰り返し全量を

50mlとし、 インジゴが示す最大吸収波長611nmの吸

光度を測定した。 各種藍葉の抽出時間による吸光度変

化を補正し、 合成インジゴと市販粉末インド藍のイン

ジゴ量を 1 00とした時のそれらに対する各種藍葉の


